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事業構想学部教授会議事録               

（７月８日第２回定例） 

開催場所 ３階大会議室 開催日時 平成 21 年 7月 8日（水）14：54～17:32 

  出 

 

  席 

 

  者 

 ３６名／定数３８ 

 （教授） 

   秋月，井上和，井上誠，大泉，小澤，風見，梶，糟谷, 金子孝，小嶋，坂本，櫻木，須栗，富樫，

徳永，永松，日原，藤原，蒔苗，三橋，宮原 

 （准教授・講師・助教） 

   伊藤，金子浩，茅原，高力，相模，佐久間，鈴木，高橋，竹内，寺島，田代，土岐，中田，平岡，

物部 

                                  事務部：諸星，三浦，佐藤 

 欠席者 

（教授）田邉 

（准教授・講師・助教）内田 

                                                   （職階５０音順・敬称略） 

 議 事 内 容               
 

 
宮城大学（Miyagi University） 

  

〔審議事項〕   

(1) 入試委員会からの審議事項 

  ① 平成 23 年度特別選抜試験（推薦入学）出願要件の変更について，TOEFL 及び TOEIC の得点

変更，全国レベルの大会で顕著な成績等をあげた者にスポーツによる成績優秀者を含めること

等について意見があり，今後，継続して検討することとした。 

 ② 平成 23 年度入学者選抜試験科目の範囲について 

   5 月 13 日の運営会議で了承された，平成 23年度入学者選抜試験科目範囲について追認した。

③ 平成 22 年度学部編入学者選抜試験について 

   4 月 22 日の運営会議で了承された，平成 22 年度学部編入学者選抜試験を実施しないことに

ついて追認した。 

 

(2) 教務委員会からの審議事項 

① 平成 20 年度後期履修登録に関する特別措置及び成績訂正について 

   4 月 15 日の運営会議で了承された，【学籍番号】○○○○の平成 20 年度後期「事業演習Ⅱ

（事業管理-計数系）」の追加履修登録及び成績訂正について追認した。また，この成績訂正に

伴い，4年次の卒業研究の履修が「可」となったことの報告があった。 

② 既修得単位の認定について 

  5 月 13 日の運営会議で了承された，【学籍番号】○○○○及び【学籍番号】○○○○の計 2

名の本学入学前に在籍した他大学の既修得単位認定について，原案のとおり単位認定された。

③ 英語Ⅰの単位認定について 

  5 月 13 日の運営会議で了承された，【学籍番号】○○○○の英語Ⅰの単位認定について，原

案のとおり単位認定された。 

  なお，上記②を含め，学生の身分に関する軽微な事項は，運営会議で承認することとされた

旨の報告があった。（教育研究審議会了承済。） 

④ 平成 21 年度後期科目等履修生募集要項について 

  平成 21 年度後期科目等履修生募集要項について，原案のとおり了承された。 

 

(3) その他 

 ・ 学習奨励基金について 

   学内の概算寄附額を把握するためエントリーシートに記入の上，提出するよう大泉学部長か

ら要請があった。また，外部からの寄附を募るアイデアを募集するため 7 月 31 日まで学内コ

ンペを実施するので，積極的に応募するよう併せて依頼があった。 

    

〔報告事項〕 

(1) 教育研究審議会報告 

下記のとおり報告があった。 

第 1回(4/1) ①学習奨励基金設置，②予算編成，③法人役員等人事 

第 2回(4/15) ①組織評価等要綱改正案 

第 3回(5/20) ①助教講義担当，②満足度調査結果 

第 4回(6/17)  ①中期計画・年度計画進行管理，②満足度調査結果と対応，③特任教員取扱

い要綱改正・研究科教授会通則一部改正，④評価委員会 

(2) 運営会議報告 

   下記のとおり報告があった。 

・第 1回（4/1）教授会議事録 

    なお，教授会議事録は，運営会議で承認できることとなった旨の報告があった。（教育研

究審議会了承済） 
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   教授会議事録                                                                     
 議 事 内 容               

 
 

 
宮城大学（Miyagi University）  

・第 1回～第 5回運営会議議事録 

なお，今年度からインターンシップとキャリア開発が有機的に連携し，就職活動の支援体

制が改善されているとの報告があった。また，講義棟北側奥の複数の部屋の活用方策につ

いて，今後議論を深めていくことを確認した。 

・研究員の受け入れについて 

  フィンランドから研究員を受け入れることとなった旨の報告があった。 

 

(3)  各委員会報告 

 ・ 4 月分から 6月分の委員会報告があった。 

 ・ 平成 22 年度入学者選抜要項について，資料のとおり変更となった旨の報告があった。 

・ 平成 21 年度前期成績入力日程について，資料のとおり報告があった。 

・ 平成 21 年度ＦＤについて資料のとおり日程報告があり，全体会については 8 月 5 日(水)に

変更となったことが併せて報告された。 

・ 平成 21 年度後期研究生募集要項について，資料のとおり報告があった。 

・ ４年次生の英語Ａ単位未修得者について資料のとおり報告があり，危機的状況であるので今

後各卒業研究指導教員を通して指導を徹底していくこととした。また，担当者について下記の

とおり確認し，学生に適切に助言していくこととした。 

  教務関係調整：田代助教・寺島助教  

事務手続（CASEC 及び学生対応）：教育補助（成沢・菅原） 

  英語Ａに関する教育上の相談：ウィルソン特任教授 

なお，昨年度との対比が必要であることから，昨年度の CASEC 受験実績を寺島助教が至急と

りまとめることとなった。 

・ 平成 21 年度後期授業評価アンケートについて，現在 53.1％の回答率であることの報告があ

った。また，正確な実履修者数の把握をした上，高橋准教授まで報告するよう依頼があった。

・ 平成 21 年度オープンキャンパスについて資料のとおり報告があり，重要なイベントである

ので遺漏のないよう対応をお願いしたい旨の依頼があった。 

・ 留学生に対する資格外活動について，学部学生委員会で申し合わせ判断基準を定め，それに

基づき対応することとなった旨の報告があった。 

・ 休学中の学生に対する卒業見込証明書発行が「可」となったことの報告があり，それに伴い，

次年度の学生便覧の修正を全学学生生活委員会に依頼したことの報告があった。 

・ 平成 21 年度合同企業研究会について，11 月 18 日(水)に食産業学部と合同で開催すること

との報告があり，これに伴う 3年次配当の非常勤講師科目については，教務委員が非常勤講師

と調整し，休講とすることで対応することとした。 

・ 進路内定状況について資料のとおり報告があり，進路が決定した学生は速やかにキャリア開

発室に連絡するよう，さらに指導を徹底することとした。 

・ 公開講座について昨年度の実績が「ゼロ」であり組織評価でも指摘があった。今年度はテー

マ設定をした上で教員の掘り起こしを行い，地域連携センターと協力して積極的に開催するよ

う依頼があった。 

 

(4) その他 

  報告なし 

 

次回日程について，定例教授会を 9月 9 日(水)13 時 30 分から本部棟 3階大会議室にて開催す

ることとした。 

以  上

 

 

議事録（原本）署名人 

 

 

 氏 名      大泉 一貫        ㊞  

 

 

                氏 名      金子 孝一        ㊞  

 

 


